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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文では、有機･無機ハロゲン化鉛ペロブスカイト太陽電池の劣化機構の解明に取り組み、主に

イオン拡散の抑制、SAM膜による表面修飾により高耐久性を実現した。本研究で得られた知見は今後

のペロブスカイト太陽電池の開発において極めて有益な研究成果であるとともに、有機･無機ハイブ

リッドエレクトロニクスの発展に寄与するところが大きい。従って、本論文は博士（工学）の学位

論文に該当すると認める。 

 

 

 

 

 


